
　
　
が
現
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
出
來
事
を
か
つ
て
あ
り
し

　
　
が
ま
、
に
模
寓
す
る
ご
信
ず
る
歴
吏
管
理
在
論
も
、
叉
實

　
　
在
ε
は
師
ち
黒
垂
の
認
識
に
外
な
ら
す
ご
す
る
槻
念
論
も
、

　
　
生
が
歴
史
ご
云
ふ
精
紳
的
形
式
を
帯
ぶ
る
に
際
し
、
等
し

　
　
く
認
可
を
曲
ぐ
る
も
の
な
る
事
が
明
に
な
る
、
前
者
は
内

　
　
容
を
失
ひ
、
後
者
は
連
山
を
失
ふ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し

　
　
余
は
、
一
方
禮
験
さ
れ
た
る
生
ご
、
他
方
我
々
が
歴
更
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ム
フ
オ
ル
ム
ン
グ

　
　
名
づ
く
る
そ
の
改
作
こ
の
間
に
横
は
る
問
題
に
封
し
ザ
、
、

　
　
次
の
如
き
希
望
を
掛
け
た
い
ご
思
ふ
、
帥
ち
之
の
爾
者
の

　
　
フ
レ
ム
ド
ハ
イ
ト

　
　
翻
臨
は
恐
ら
く
最
高
裁
鋼
所
の
認
識
論
上
の
鋼
決
で
あ
っ

　
　
て
、
決
し
て
形
而
上
學
上
の
割
湊
で
は
あ
り
得
な
い
、
何
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
の
　
ゆ

　
　
か
な
ら
ば
、
一
見
生
と
追
立
せ
う
こ
も
見
ゆ
る
歴
史
が
輝
輝

　
　
に
於
て
は
、
實
は
生
の
、
正
に
同
一
の
生
の
、
顯
現
で
あ

　
　
り
所
業
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
け
だ
し
生
の
脚
立
Ω
①
σ
q
。
㌣

　
　
書
0
7
〈
9
亭
H
b
ぴ
9
は
生
の
一
つ
の
形
式
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
　
歴
史
羅
針
論
の
も
つ
意
味
は
、
歴
史
が
如
實
に
寓
し
出
す

　
　
　
　
　
ゆ
　
　

　
　
生
の
内
容
に
存
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
更
の
避
け
が
た
き

蝦　
　
　
　
　
　
　
歴
史
的
晴
…
問
の
…
問
一
題
（
ツ
ン
メ
ツ
）

生
と
の
分
離
》
薮
窪
？
し
Q
。
叫
㌣
鎖
一
の
と
霧
－
け
。
ぴ
9
が
、
こ
の
生

自
身
の
法
則
、
郎
ち
衝
動
的
な
る
カ
か
ら
生
せ
ざ
る
を
得

な
い
ご
云
ふ
瓢
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

藁

報

　
　
　
　
　
　
哲
學
一
例
會

四
日
〃
三
口
凹
（
月
）
午
後
山
ハ
暗
よ
り
、
第
十
敏
室
に
げ
於
て

　
東
北
大
學
敏
授
ヘ
リ
ゲ
〃
民
の

　
　
b
迷
眩
。
塁
目
寓
。
欝
℃
ξ
頓
剛
岸
嵩
畠
費
σ
q
。
σ
q
o
箋
、
M
叢
侭
2

　
　
（
ぎ
暮
8
ぎ
昌
囹
ぴ
昌
0
8
℃
一
瓢
。

な
る
講
演
た
聞
く
。
敏
授
に
現
代
に
於
け
る
二
つ
の
カ
ン
ト
の
復
興
、
即
ち

マ
ー
ル
プ
〃
ヒ
學
派
定
西
【
南
學
派
ミ
よ
り
論
…
を
逗
め
、
払
尋
者
が
主
マ
」
し
て
カ

ン
・
第
一
批
馴
り
書
中
U
r
o
9
箭
島
O
β
に
孟
マ
き
た
野
寄
＼
從
っ
て
そ
の
哲
思
Ψ
が

ぎ
房
N
㊦
μ
廷
。
簿
⇔
ド
い
。
σ
q
肖
搾
ε
な
り
終
て
、
認
識
論
以
外
の
他
の
問
題
に
に
充
分

に
接
鰯
し
得
す
・
、
強
い
て
そ
の
方
向
に
走
れ
ば
最
近
の
ナ
ト
ル
プ
の
如
く
タ

ヅ
ー
ル
、
ゲ
ー
テ
鋸
W
に
・
よ
っ
て
む
し
ろ
榊
卜
者
↓
王
舳
義
の
晶
階
”
黒
に
「
噛
洛
・
八
る
の
肌
心
あ

る
に
反
し
、
後
者
ぽ
、
特
に
サ
ツ
ケ
ル
ト
に
於
て
ほ
、
カ
ン
ト
の
U
崔
呉
鼻

の
問
題
よ
り
漆
負
す
る
が
散
に
認
識
諭
以
外
の
問
題
に
も
立
入
る
ぶ
を
得

て
、
廣
汎
な
る
ノ
＜
o
譜
）
】
託
。
切
。
℃
ご
。
存
建
設
し
得
距
。
し
か
し
、
η
ッ
ケ
ル
不
に

於
て
に
カ
ン
ト
の
峯
H
套
蓉
（
ζ
く
㊦
旨
ロ
響
け
の
如
き
も
の
な
ば
翠
に
α
q
簿
窪

の
世
界
に
於
て
の
み
解
す
る
が
敏
に
、
我
セ
の
形
雪
駄
學
的
翼
求
に
浦
足
ぜ

ら
れ
な
い
O
定
云
っ
て
現
代
の
哲
學
に
す
べ
て
炬
理
性
化
し
形
而
上
化
す
る

へ
；
グ
ル
の
汎
理
論
奄
蓮
ふ
課
に
も
行
か
な
い
。
こ
の
噂
に
、
現
實
の
黛
界

ミ
形
葡
上
の
没
界
ピ
存
そ
れ
ム
Y
の
範
疇
に
よ
っ
て
立
し
來
ろ
ラ
ス
ク
の
、

試
み
に
充
分
に
注
目
に
便
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
輩
に
封
象
為
受
動
的
に

受
取
る
ε
見
る
模
爲
観
に
、
形
而
上
の
世
界
に
封
し
て
も
、
ヵ
ン
》
以
後
に

於
て
匡
許
し
難
い
、
ま
し
て
羅
な
ろ
鷲
套
蚕
・
建
守
写
9
μ
定
を
ビ
く
フ
ツ

サ
ー
レ
ベ
ル
グ
ツ
ン
の
試
み
に
未
だ
純
な
る
二
二
。
8
嘗
ま
「
2
で
に
な
い
。

こ
こ
に
於
て
新
な
る
蓬
）
莫
穿
⑦
罫
菖
ξ
。
。
汗
が
要
求
ぜ
ら
れ
る
事
定
な

ろ
。
か
く
て
敷
授
ば
新
形
両
上
筆
の
提
唱
な
以
っ
て
講
演
な
結
ば
れ
穴
。
後
、

本
部
縷
上
に
て
茶
話
倉
な
開
く
。
西
国
教
授
、
波
多
野
歌
授
、
和
辻
、
岩
井

繭
講
師
、
其
他
多
籔
の
來
過
者
あ
り
、
盛
愈
な
り
毫
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七


